
　着任前は、栃木県下
しも

野
つけ

市の地域おこし協力隊として
活動していた宇佐美さん。現在は、都市再生推進法人
（株）テダソチマで、空家バンク運営業務を担当してい
ます。また、首都圏で開催された移住に関するイベント
に参加するなど、移
住者目線で本市の魅
力を伝えています。
　着任時に見た釈迦
堂川の桜が好きにな
り、夜のライトアッ
プの雰囲気に魅力を
感じたそうです。

　コミュニティプラザでの観光案内や、県内外での物
販を中心に、観光資源が豊富な本市の魅力を伝えてい
る若月さん。令和3年には、自宅のお風呂で藤沼温泉
が楽しめる「温泉の素」の製作にも携わりました。

　畑での野菜づくり
が趣味で「収穫した
野菜を実家に送ると、
家族に大変喜ばれま
す。春夏秋冬どの季
節でも楽しめる牡丹
園が大好きです」と
語っていました。

　観光交流課や観光物産振興協会のサポートのほか、
市の観光と特産品のPRをメインに活動する本田さん。
市内の注目スポットやグルメなどを取材し、その魅力
をインスタグラムで発信しています。また、ウルトラ
FMの火曜午前11時
のレギュラーとして
も活躍しています。
　地域とのつながり
を深め「須賀川の魅
力を全国に発信する
人」を目指して活動
しています。

宇佐美 慈 さん

地域に関わる
積極性を大切に

若月正孝 さん

まだまだ新たな
チャレンジを

本田悠真 さん

須賀川の魅力を
全国へ

Instagram

令和4年5月着任
本市出身

空家バンク
ホームページ

令和4年3月着任
埼玉県出身

Twitter

令和元年6月着任
東京都出身

若
月
さ
ん
　
家
業
を
辞
め
て
職
を

探
し
て
い
る
時
に
、
東
京
で
開
催

さ
れ
た
移
住
フ
ェ
ア
に
参
加
し
ま

し
た
。
須
賀
川
市
ブ
ー
ス
で
ア

ピ
ー
ル
を
受
け
、
須
賀
川
の
良
さ

を
知
り
、
協
力
隊
に
応
募
し
ま
し

た
。
初
め
て
の
地
方
暮
ら
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で
毎

日
が
面
白
い
で
す
。

宇
佐
美
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野
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こ
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協
力
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す
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際
に
、
不
動
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空
家
バ
ン
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っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
福
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賀
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、
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カ
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現
在
3
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地
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お
こ
し
協
力
隊
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、
市
内
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活
動
し
て
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ま
す
。
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げ
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本ほ
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さ
ん
に
応
募
し
た
き
っ

か
け
や
、
活
動
し
て
感
じ
て
い
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と
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
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応
募
し
た
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け
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ー
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募
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。

本
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高
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卒
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ま
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須
賀

川
に
住
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い
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し
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で
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光
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減
っ
て
し
ま
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ま
し
た
が
、
昨
年
あ
た
り
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増
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あ
り
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魅

力
を
伝
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る
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満
足
し
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い
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だ
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感
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地
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知
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と
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で
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日
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。
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え
ま
し
た
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ォ
ロ
ワ
ー
か
ら
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須
賀
川
の
す
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な
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っ
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自
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葉
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き
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葉
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魅
力
を
伝
え
る
力

―
今
後
の
目
標

若
月
さ
ん
　
須
賀
川
駅
を
も
っ
と

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。
駅

は
幅
広
い
年
代
の
方
が
利
用
し
て

い
ま
す
が
、
学
生
や
若
者
が
よ
り

興
味
を
持
つ
よ
う
な
企
画
を
提
案

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
プ
ラ
イ

ベ
ー
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で
は
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
な

ど
、
も
っ
と
農
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
い
で
す
。
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さ
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空
家
バ
ン
ク
の
登
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が
増
え
る
よ
う
に
制
度
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま

た
、
都
内
の
移
住
フ
ェ
ア
に
参
加

し
た
際
に
、
須
賀
川
の
認
知
度
が

ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
と
感
じ
ま
し

た
。
多
く
の
人
に
須
賀
川
を
知
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
今
後
の
活
動

も
頑
張
り
た
い
で
す
。

本
田
さ
ん
　
今
の
目
標
は「
須
賀

川
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
こ

と
」で
す
が
、
将
来
的
に
は
世
界

へ
向
け
て
発
信
し
て
い
き
た
い
で

す
。
ま
た
、
地
域
の
方
々
と
の
つ

な
が
り
を
深
め
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
頼
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、

須
賀
川
を
引
っ
張
っ
て
い
け
る
存

在
に
な
り
た
い
で
す
。
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自分の思いやこれからの活動を語る3人

　都市地域から人口減少や高齢化など
の進行が著しい地域に移住し、地域ブ
ランドや地場産品の開発・販売・PR
などの「地域おこし支援」や、農林水産
業への従事、住民支援などの「地域協
力活動」を行いながら、その地域への
定住・定着を図る国の制度です。

地域おこし協力隊とは

私たちが
「地域おこし協力隊」

で
き
る
と
こ
ろ
が
魅
力
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。

で
発
信
し
た
い
と
思
い
、
応
募
し

ま
し
た
。
毎
日
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

を
更
新
し
て
い
ま
す
。

3 2令和4年12月1日令和4年12月1日


